
平素は格別なご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、この度、小児感染症対策セミナーを下記の要領にて開催する
運びとなりました。
多くの皆様のご出席を賜りますようご案内申し上げます。

記

日時 ：平成３０年１２月８日（土） １５：００～１７：００

会場 ： 新大阪丸ビル別館2階 会議室2-3 （裏面に地図）
大阪市東淀川区東中島1-18-22 （TEL 06-6325-1302）

JR新大阪駅東口より徒歩2分、
地下鉄御堂筋線新大阪駅⑤、⑥番出口より徒歩８分

参加費：会員医師無料、非会員医師5,000円（初期研修医を除く）その他医療関係者1,000円

14：50 製品紹介：自動血球計数ＣＲＰ測定装置
株式会社堀場製作所・フクダ電子近畿販売株式会社

15：00 開会挨拶 大阪小児科医会 会 長 田尻 仁

15：05 講演Ⅰ 座長 医業経営部会 赤木秀一郎

「小児抗菌薬適正使用支援加算導入のインパクト」
演者 医業経営部会 藤岡 雅司

15：35 休憩

15：45 講演Ⅱ 座長 感染症対策委員会 冨吉 泰夫

「日常診療に潜む小児重症感染症」

演者 京都府立医科大学大学院医学研究科
小児科学 准教授 家原 知子先生

16：55 閉会挨拶 大阪小児科医会 副会長 原田 佳明

共催：（一社）大阪小児科医会、株式会社堀場製作所

※日本医師会生涯研修制度 2単位（ 08,26,28,45 ）取得



・・・講演 Ⅱ について・・・

• 小児ワクチンの普及が進んだ2012年以降、侵襲性の肺炎球菌感

染症、インフルエンザ菌感染症、特に侵襲性の重症感染症は著

明に減少し、稀な疾患となりつつあります。

• こういった状況下での日常診療で重症感染症を見逃さないように

するにはどの点に注意すべきかを、大学病院に勤める後医の立

場で経験した症例をもとに概説していただきます。

• さらに、AMR（Antimicrobial Resistance）アクションプランと小児科

医がなすべきことについても言及していただきます。

会場地図
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